
平成 29 年度 社会福祉法人 誠真会 事業計画 

【 事 業 計 画 】 

平成 29 年度、対処すべき課題として、まずは社会福祉法人制度改革に伴い法人運営が関

係法令に基づき適正に行われるよう留意しながら進めていきたい。 

そしてグループホームについては、株式会社など多様な経営主体による「サービス付き高

齢者向け住宅」が増加し、その「サ高住」がグループホームの機能を備えつつある。また平

成 30 年には医療保険と介護保険の同時改定が行われる。「施設から在宅へ」を更に加速さ

せるための改定であるが、今後のグループホームのあり方について、極めて重要な意味を持

つものであると考える。今後も非常に厳しい状況であるが、利用者に選ばれる施設を目指し、

引続き入居者により良い生活を送っていただくため施設環境とサービスの改善を行い入居

者の確保に努めたい。 

 今年 3 月に開設しました「企業主導型保育事業 キッズプラザながしま」については、従

業員だけでなく、地域の方も安心して子どもを預けて働くことができるように地域の企業

に共同利用を積極的に促していきたい。働くママを応援する社会の流れを当法人から発信

できるよう、従業員をはじめ、より多くの方々の仕事と育児の両立支援と待機児童解消の一

助となれるように努めていきたい。 

 

 

【方 針】 

多くの人は家族と地域社会とのつながりを保ちながら、住み慣れた自宅や地域で暮らし続

けることを望んでいます。その為には、地域において、保育、介護をはじめとする生活全

般を支援する体制が必要です。保育、介護、福祉、医療の連携と機能を強化し、地域に根

ざした保育・介護・福祉システムの確立を図っていきます。 

 

 

【目 的】  

人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスを提供し、地域との交流をはじめ、家

族、関係機関、ボランティア等と協力しながら利用者が尊厳をもって地域で暮らすことが

できるような環境づくりと、次世代を担う子どもたちの健全育成と子育てにやさしい社会

の実現を目指す。 

 

 

【内 容】  

（１）人手不足の課題と対応 

東海地区の有効求人倍率、労働参加率とも全国平均を大きく上回っており、医療介護業界

をはじめ各企業の人手不足はバブル景気以来となっております。歴史的な人手不足を乗



り切るためには処遇改善も必要ではありますが、働きたくても働けない女性の育児と仕

事の両立支援の強化を図り、また日系ブラジル人や今年度の 11 月から受入れが可能とな

る外国人技能実習生など新たな労働者層の受入れるために環境の整備を進めていきたい。 

 

 

（２）利用者の確保 

昨年度、グループホームの入居率 90％となりました。今年度は入居率 95％を目指し、安

定した利用者の確保のため、各関係機関への営業に努め、また月１回の営業会議を開催し、

営業活動の報告と今後の営業活動の方針を検討し活動をしていきます。 

 キッズプラザながしまについては、安定的に園児が確保できるよう地域の企業に共同利 

用を促し、稼働率 90％を目標とする。 

 

 

（３）施設機能と環境の見直し 

空きベッドの有効活用と入居者候補の確保のため「認知症対応型共同生活短期入所」の 

認可の準備を進め、「認知症対応型共同生活短期入所」の施設基準となる「専門課程・ 

実践リーダー研修」に 3 名の職員を参加させ習得し、短期入所の認可と専門性の充実を 

図りたい。また夢ユニットを「認知症対応型通所介護」へ転換し、「通える」「泊まれ 

る」「入所できる」という様々なニーズに対応できるよう多機能化を図りたい。 

そして、施設は利用者にとって毎日を過ごす場所である。その生活環境は安全で快適で

なければならない。現状の施設環境を再検討し、利用者により良い生活とケアを支援す

る環境づくりを目指す。 

 

 

（４）医療連携の強化 

利用者の健康管理については、隣接する看護師と連携し日常的健康管理を行い。訪問診療

については在宅療養支援診療所の佐藤医院と連携を図り、２４時間医師が訪問できる体

制とする。 

 

 

（５）安全対策への取り組み 

  事故を未然に防ぐために、利用者のＡＤＬ維持を援助すると共にＡＤＬに適した環境の 

整備を心がける。また災害対策についての取り組みとして、防火、地震対策の重要性を再 

認識し、災害に対する意識を高め、マニュアルの再点検、定期的（月 1 回）な訓練を実施 

いたします。 

 

 

 



（６）職員の資質の向上を目的に研修を行う。 

   ・認知症に関する研修 

   ・介護職員として接遇の研修 

   ・感染症予防に関する研修 

   ・安全対策に関する研修 

   上記以外に、合同研修や各事業所で各職員に応じた外部研修を計画します 

 

 

（７）年間行事予定  

季節にあった行事を企画する（四季を通じて、できる限り外出をする） 

   また隣接するシニアプラザながしまやキッズプラザながしまと共に行事を行い交流

を図る。 

（スケジュールについては別紙参照） 

 

 

（８）地域福祉への寄与 

   桑名市が推進する地域包括ケアの構築について、当施設もその役割を担い、また 

地域における様々な福祉ニーズを把握し、新たな福祉サービス事業に積極的に 

取り組み、地域と連携を図り、地域福祉の発展に努める。 

 

 

（９）社会福祉法人制度改革の対応について 

  社会福祉法人制度改革に伴い法人運営が関係法令に基づき適正に行われるよう、桑

名市福祉総務課の指導を仰ぎながら進めていきたい。 

 

 

（10）資源の節約 

   環境保全のために省エネルギーを心がけ、省資源と運営費削減に努める。 

   ・ＦＡＸなどは、必要な書類に関してのみ印刷し無駄な紙を省きます。 

   ・精細な室温管理を行い、過度なエアコン利用を防止します。 

   ・電気機器、器具は、使わないときは電源プラグをコンセントから外して無駄な電力

防止に努めます。 


